第19回千葉泌尿器科集談会印象記 by 片山,喬
〔千葉医会誌 49，144，1973J 
〔学会ユ 第 19回千葉泌尿器科集談会印象記
本会は初の試みとして会場を千葉大学以外に移し，佐
原市「大藤」会議室において 1972年 9月 15日行なわれ 
fこ。
まず岩間(東京厚生年金)は 77才男子の右腎孟腫療
の I例を報告し，本邦文献上の腎孟腫、虜 485例について
考察を行なったが，これに対し石川(国立千葉)は最近
経験した 6例を追加報告した。藤田ら(旭中央)は 30
才女子にみられた右腎内動脈癌の l例を報告し，その原
因につき congenita1，atheroscleroticの両者が考えら
れるが，この例の場合前者の可能性が強いとした。ちな
みに本症例では高血圧は認められていない。
並木ら(千葉労災)は術中，術後のアチドージス 2例
と題して，腎結核により右腎易IJ，左腎痩設置をうけてい
る43才男子例に尿管・腸・勝脱吻合術を行なったとこ
ろ，術後 6日目に乏尿を来たし， 血液 pH7.16となり
心停止を来たした症例と直腸癌の 66才男子に両例尿管
皮膚痩設置を行なったところ手術時間延長し，血液 pH 
7.036となり呼吸性アチドージスを起した症例を報告し
たが，泌尿器外科手術の際にしばしば遭遇する代謝性お
よび呼吸性アチドージスの問題を呈示され，大変参考に
なった。つぎに大塚ら(千大)は 1才 9ヵ月女子の尿管
開口異常症例を，脇坂ら(千大)は単皐丸症の 1例を報
告し，それぞれ文献的考察を行なった。片海(成田日赤)
らは 44才男子の巨大停留宰丸腫蕩症例を報告， 組織像
は seminomaであったという。退院後放射線療法を行
なっている。さらに停留事丸腫湯本邦報告 120例の統計
的観察を行ない， 26"，， 40才が約 50%を占めるというが，
本例のごとく，それより高令者にもかなりみられること
を指摘した。
高岸(千大)らは教室における皐丸腫療の臨床統計を
述べたが， 昭和 36年より昭和 47年 8月までの 1年 8
カ月間に教室で経験した 21例について生存率， 発生年
令と組織型との関係につき考察を加えた。片山(千大)
らは男性不妊の皐丸生検について教室例 342例の経験か
ら，組織採取上の問題点，組織像と予後との関係などにつ
き述べた。つぎに石川(国立千葉)はレ線上勝脱底部に
陰影欠損を認めた 30才女子の腸脱平滑筋腫の 1例(腫
磨重量 67g)を報告し， 本邦報告 41例について統計的
観察を行なった。
瀬川ら(君津中央)は急性腸脱炎治療の再検討と題し
て，腸脱炎症状を示した 263例(男子 67例，女子 196例)
について検討し，とくに男子で腸脱炎症状のある場合に
は，単純な原因によらぬことが多く注意を要することを指
摘した。さらに跨脱炎症例に対し抗生剤および p1acebo
を投与し，尿中白血球，細菌および自覚症状の推移を検討
して， p1acebo投与群では自覚症状は消えても，他覚的
変化は残存し，抗生剤は使用した 3剤では， アンピシ
リン， ドキシサイクリン，スJレファメチゾーJレの順に有
効であることを示した。泌尿器科の臨床においてわれわ
れはともすれば安易に腸脱炎に対して抗生剤を投与して
いるが，自然治癒の可能性も十分考えられるところであ
った。こうした考えに対し本報告は自然治癒は認められ
ず，自覚症状は消えても他覚所見は容易に改善されない
ことを示し，腸脱炎の化学療法の必要性を実証した点意
義あるものと言えよう。
最後に遠藤(千大)は泌尿器科救急処置についてとし
て，諸種泌尿器損傷の診断と治療について述べ，泌尿器
損傷は他臓器のそれに比し少ないが，合併症に十分注意
すべきことなどよくまとめて示し，交通事故など多発す
る現在，興味深かった。
会場の設営に協力された県立佐原病院二宮一院長およ
び今津嘩博士に深謝する。
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